
北 区 防 災 会 議 資 料 

令和６年 3 月 26 日 

資料３（報告事項１） 

 

 

防災対策特別委員会報告事項について 

 

●報告事項一覧 

 
件名 委員会報告日 

１ 水害対策準備本部の設置について 令和５年９月 27 日 

２ 風水害対応に関する今後の進め方について 令和５年 12 月１日 

３ 福祉避難所開設運営訓練の実施について 〃 

４ 
一般社団法人北区薬剤師会との連携による大規模災害

時医療機関情報の公開について 
〃 

５ 
大規模水害時の避難行動要支援者対策の進捗状況につ

いて 
令和６年２月２日 

６ 令和６年能登半島地震への北区の対応について 〃 

７ 
災害時における被災者等支援に関する東京都行政書士

会北支部との協定締結について 
〃 

８ 大規模水害時個別避難計画作成の進捗について 〃 
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防 災 対 策 特 別 委 員 会 資 料 

令 和 ５ 年 ９ 月 ２ ７ 日 

危 機 管 理 室 防 災 ・ 危 機 管 理 課 

 

水害対策準備本部の設置について 

 

１ 要  旨 

  今年６月の台風第２号に伴う大雨対応において、避難場所の開設が深夜帯になったこ

となどを踏まえ、避難に関する検討・判断を行う新たな庁内態勢として、水害対策準備

本部（以下「準備本部」という。）を設置した。 

 

２ 委員構成 

  危機管理室長（本部長）、土木部長（副本部長）、政策経営部長、総務部長、まちづく

り部長 

 

３ 準備本部の役割 

  水害の発生が予想される状況において、以下の役割を担う。 

（１）避難場所の開設等を判断する（決定・周知は危機管理室長が行う）。 

（２）高齢者等避難の発令について協議する（発令は区長が行う）。 

 

４ 水防本部との関係性 

  応急対策班及び被災対応班によって構成される水防本部態勢は、土木部長を本部長、

危機管理室長を副本部長とし、主に水害時の対応を行うが、準備本部は早期の避難検討・

判断を主としている。今後、相互の関係性・連携の仕方などを検討し、より強固な連携・

協力態勢を構築する。 

   

５ 今後の予定 

  今年度は暫定対応とし、現在改定作業中の地域防災計画において、正式な位置づけを

行う。 

 

 

参考 台風第７号の対応について（別紙１のとおり） 

    台風第 13 号の対応について（別紙２のとおり） 
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台風第７号に伴う大雨への対応 

 

 

＜８月１０日（木）＞ 

この時点での台風は関東直撃の進路をとっていた。到達は早くて１３日の見込み。 

１１：１５ 気象台 台風説明会① 

１６：００ 第１回水害対策準備本部会議 

・最大 12 か所の避難場所開設を視野に、従事職員の確認等の準備開始 

・次の水害対策準備会議の日時決定（１２日１４時） 

     メール・HP 等で事前周知① 

 

＜８月１２日（土）＞ 

台風は西に進路を変更。関東直撃の可能性はなくなったものの、湿った空気が流

れ込むことから１４日～１５日にかけて大雨警報発表の確率が【中】となる。 

１４：００ 第２回水害対策準備本部会議 

・１３日中の避難場所開設は行わないこととする。 

      ・次の水害対策準備会議の日時決定（１４日午前） 

      メール・HP 等で事前周知② 

 

＜８月１３日（日）＞ 

１１：１５ 気象台 台風説明会② 

１３：３０ 荒川下流河川事務所 第２ホットライン合同会議 

 

＜８月１４日（月）＞ 

気象庁「台風第 7 号に関する東京都気象情報 第 17 号」により、関東甲信地方

に線状降水帯発生の可能性が示唆される。（１１：３２） 

１１：１５ 第３回水害対策準備本部会議 

・避難場所５か所の開設を決定 

       堀船小学校、滝野川紅葉中学校、十条台ふれあい館、梅木小学校、 

桐ケ丘中学校 

１５：４５ 災対各部により、避難場所開設準備完了 

      メール・HP で周知 

２１：００ 避難場所従事職員交代 

（災対各部→指定管理職、危機管理室兼務職員） 

２３：００ 水防本部設置 

 

 

別紙１ 
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＜８月１５日（火）＞ 

気象庁「台風第 7 号に関する東京都気象情報 第 20 号」により、東京地方の大

雨ピークが過ぎたと通知あり。（１１：２６） 

８：３０  避難場所従事職員交代 

（指定管理職、危機管理室兼務職員→災対各部） 

１１：００ 受電設備点検のため、滝野川紅葉中学校閉鎖 

１１：１５ 第４回水害対策準備本部会議 

      ・避難場所の閉鎖を決定 

１２：００ すべての避難場所を閉鎖 

      メール・HP で周知 

１６：２２ 水防本部解除 

 

 

※避難者 １名（十条台ふれあい館、21:45 避難～6:30 帰宅） 
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台風第 13 号に伴う大雨への対応 

 

 

＜９月５日（火）＞ 

熱帯低気圧（後の台風 13 号）が関東接近の可能性 

１８：００ 避難場所の早期開設を視野に勤務員の確認等の準備を実施 

水害対策準備本部会議を 9 月 6 日 16 時開催予告 

 

＜９月６日（水）＞ 

 １５：００ 台風の進行遅れにより、水害対策準備本部の開催を、7 日（木）15 

時に変更 

 

＜９月７日（木）＞ 

 １１：１５ 東京管区気象台、台風説明会 

・東京地方では、８日は非常に激しい雨や激しい雨が断続的に降り、 

警報級の大雨となる見込み。土砂災害、低い土地や地下施設の浸 

水、河川の増水や氾濫に警戒。 

・７日１２時から８日１２時までに予想される２４時間降水量は、 

いずれも多い所で、東京地方１５０ミリ、その後、８日１２時か 

ら９日１２時までに予想される２４時間降水量は、いずれも多い 

所で、東京地方１００から１５０ミリ。 

 １２：３０ 第１回水害対策準備本部会議の事前協議 

・自主避難場所開設の決定（6 か所） 

・14 時 30 分従事職員の集合、17 時までの開設を目指し準備 

 １５：００ 第１回水害対策準備本部会議 

・自主避難場所開設の確認（6 か所） 

・自主避難場所閉鎖は危機管理室で判断。 

 １７：００ 自主避難場所開設完了 

・メール、ＨＰ等で周知 

２１：００ 自主避難場所従事職員交代 

（災対各部→指定管理職、危機管理室兼務職員） 

２３：００ 水防本部設置 

 

＜９月８日（金）＞ 

 ０５：３４ 大雨注意報発令 

０６：３５ 日本気象協会 

・昨日の予報からの変更事項として、時間降水量が最大で４０ｍｍ 

別紙２ 
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／ｈに増加し、「昼くらいまで」としていたところ、「１５時頃まで」

に伸びるとのこと。現在降っている朝の雨は、１５ｍｍ／ｈ程度の

見込み。今後、状況により線状降水帯の恐れもあるかもしれない。 

０７：００ 区民への注意喚起とお知らせ（２度目） 

０８：３０ 自主避難場所従事職員交代 

（指定管理職、危機管理室兼務職員→災対各部） 

１１：１５ 東京管区気象台、台風説明会 

・東京地方では、８日夜までは非常に激しい雨や激しい雨が断続的 

に降る見込み。多摩地区に予想されていた降水は激しくならない 

見込み。９日未明まで、風には引き続き注意が必要。 

１３：３５ ・品川区、目黒区、中野区、杉並区、板橋区に発令されていた大雨・ 

洪水警報が解除。 

・今後８日夜まで風雨は続くが、警報級の可能性は高くないため、 

１５：００目安で自主避難所の閉鎖を判断。 

１５：００ 各自主避難場所を閉鎖 

      メール・HP で周知 

１６：４７ 水防本部解除 

 

 

※避難者 ３名 

・滝野川紅葉中学校 ２名（18:00 避難～15:00 帰宅） 

（11:00 避難～15:00 帰宅） 

・防災センター １名（23:40 避難～15:00 帰宅） 
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